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Ⅰ．緒　　言

　米の販売価格が低迷し，稲作の担い手も減少して

いく中で，稲作の大幅な省力，低コスト化が求めら

れており，そのための基幹技術として育苗，田植え

が不要な直播栽培が注目されている。全国的に直播

による稲作面積は着実に増加しつつあるが，従来の

移植用に開発された品種を用いた場合は，出芽苗立

ちの不良や倒伏の発生による生育の不安定性や，低

収量により直播のコスト低減効果が十分発揮できな

いといった問題も明らかになってきた。こうした問

題点は特に湛水直播条件で顕著であり，九州沖縄農

業研究センターでは，水田作研究部水田作総合研究

チームを中心として，湛水直播栽培の安定化を目指

して打込み式土中点播直播栽培の技術を確立してき

た１）２）。打込み式土中点播直播には移植栽培並に耐

倒伏性を強化できるという栽培技術上の利点がある

ため，耐倒伏性が充分ではない「ヒノヒカリ」３）等

の品種でも直播栽培が可能となった。しかし，より

安定した直播栽培を確立し一層の省力，低コスト化

を実現するためには，より優れた耐倒伏性と多収性

を兼ね備えた品種が必要であると考えられる。一方，

移植，直播を問わず，暖地において稲作の省力，低

コスト化を実現するためには，主要病害であるいも

ち病，白葉枯病等に対する抵抗性を備えていること

が望ましい。
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直播向き水稲新品種「ふくいずみ」の育成

梶　亮太・岡本正弘・八木忠之１）・平林秀介２）・溝淵律子３）・深浦壮一４）

田村克徳・西村　実３）・山下　浩・富松高治５）

九州沖縄農業研究センター水田作研究部稲育種研究室（現：米品質研究チーム）〒８３３－００４１　福岡県筑後市和泉
４９６
１）現、国際協力機構
２）現、作物研究所
３）現、農業生物資源研究所
４）現、熊本県農業研究センター
５）現、協友アグリ株式会社

（２００５年１２月２６日　受理）

要　　　　旨

　梶　亮太・岡本正弘・八木忠之・平林秀介・溝淵律子・深浦壮一・田村克徳・西村　実・山下　
浩・富松高治：直播向き水稲新品種「ふくいずみ」の育成。九州沖縄農研報告　４７：６３－８１，２００６．
　「ふくいずみ」は，西海１９９号を母とし，北陸１４８号（どんとこい）を父とした交配組合せから育
成された。２００４年に水稲農林４００号として登録され，「ふくいずみ」と命名された。「ふくいずみ」
は育成地（筑後市）における出穂期，成熟期が「日本晴」に比べて２～４日程度遅く，暖地では
“早生の晩”に属する。「日本晴」と比較して，稈長は１～４ cm短く，穂長はわずかに短く，穂数
は同程度かやや少ない。草型は“中間型”である。耐倒伏性は「日本晴」より明らかに強く“強”
で，耐転び型倒伏性は“やや強”である。いもち病に対しては真性抵抗性遺伝子“Pii”を持つと
推定され，葉いもち圃場抵抗性は“中”，穂いもち圃場抵抗性は“やや強”である。白葉枯病抵抗
性は“中”，縞葉枯病には“罹病性”である。穂発芽性は「日本晴」並の“やや易”である。移植
での収量性は「日本晴」並で，直播での収量性は「日本晴」を上回る。玄米品質は「日本晴」にや
や優る“中上”である。白米のタンパク質含有率は“やや低”，アミロース含有率は“中”で，い
ずれも「日本晴」より低い。食味は“上中”で「コシヒカリ」に近い良食味である。温暖地の平坦
地および暖地の全域に適する。湛水直播栽培においても，「日本晴」より耐倒伏性が強く収量が安
定して優れる。
　キーワード：水稲，直播，耐倒伏性，食味。



　「ふくいずみ」は強稈で耐倒伏性が強い良食味系

統であるため，地方系統付名時から，打込み式土中

点播直播等の湛水直播への適応性が検討されてきた。

その結果，湛水直播栽培において，安定した収量，

食味，外観品質を示すことが明らかになった。また，

いもち病や白葉枯病にも中程度以上の抵抗性を備え

ていることから，低農薬・省資源型の栽培にも導入

可能であると考えられた。そこで，「ふくいずみ」

を命名登録して，暖地二毛作体系における湛水直播

向き品種として普及を図ることとなった。本稿では

「ふくいずみ」の来歴，育成経過，特性の概要等に

ついて報告する。

　本品種の育成にあたっては，水田作研究チームの

脇本賢三，森田弘彦，吉永悟志，古畑昌巳，松島憲

一の各員に，打込み式土中点播直播栽培試験を担当

していただいた。また，奨励品種決定基本調査およ

び特性検定試験の実施については，各府県の担当者

の方々にご協力をいただいた。さらに，大久保吉郎，

三池輝幸，尋木精一，津留慶二，三池啓治，松本一

弥，川口康崇，東定洋，中島誠，山口政義，大賀教

伸，河原幸成，坂本和彦の各技術専門職員ならびに

稲育種研究室の非常勤職員各位には，本品種育成の

ために圃場管理，調査等で尽力していただいた。こ

こに心から厚く御礼申し上げる。

Ⅱ．来歴および育成経過

　１．来歴

　「ふくいずみ」は，「西海１９９号」を母とし，「北陸

１４８号」（後の「どんとこい」）を父として人工交配

を行って育成された（第１図）。母本の「西海１９９

号」は，暖地では“中生の早”熟期の強稈で良食味

の系統であるが，やや少収である欠点があった。父

本の「どんとこい」４）は強稈で転び型倒伏にも強く

安定多収で，「コシヒカリ」並の極良食味を持つ品

種であるが，暖地では極早生の品種であるため栽培

適地が限られる問題があった。この交配組み合わせ

の目標は，暖地向きに開発された強稈，良食味の

「西海１９９号」に「どんとこい」の強稈，安定多収，

極良食味などの優れた特性を組合わせることによっ

て，暖地向きの強稈，極良食味，安定多収品種を育

成することにあった。

２．育成経過

　「ふくいずみ」の育成経過を第１表に示した。

１９９２年９月九州農業試験場水田利用部稲育種研究室

（現　九州沖縄農業研究センター水田作研究部稲育

種研究室）において人工交配を行い５０粒の種子を得

た。１９９３年２月に F１を温室内で養成し，同年秋か

ら翌１９９４年春にかけて温室内で F２～ F３の世代促進

を行った。１９９４年 F４で２０００個体を圃場に展開し個

体選抜を行い，１２５個体を選抜した。１９９５年には１２５

系統を単独系統選抜試験に供試し，１２系統を選抜し

た。１９９６年（F６）より「は系７５２」の名で生産力検

定試験，特性検定試験，１９９７年 F７より直播生産力

検定試験に供試した。１９９８年（F８）より「西海２３８

号」の系統名を付し，関係県に配付して地方適応性

を検討するとともに，１９９９年より九州農業試験場総

合研究部総合研究第１チーム（現　九州沖縄農業研

究センター水田作研究部水田作研究チーム）におい

て打込み式土中点播直播による直播適性の評価を

行ってきた。その結果，食味，品質などの特性が優

れるとともに，湛水直播条件における耐倒伏性が強

いため，直播向きの良食味品種として有望と認めら

れ，２００４年に「水稲農林４００号」として登録され，

「ふくいずみ」と命名された。

Ⅲ．特　　性

　１．形態的および生態的特性

　育成地における特性観察調査の結果を第２表に示

した。移植時の苗丈，葉色はともに“中”で「日本

晴」並である。稈の太さは“中”で，稈質は“やや

剛”で強稈である。ふ色およびふ先色は“黄白”で，

稀に短芒を有する。粒着密度は“中”，脱粒性は

“難”である。

　移植栽培における「ふくいずみ」の生育調査成績

を第３表に示した。稈長は「日本晴」より２～４

cm短く，穂長は「日本晴」よりわずかに短く，穂

数は「日本晴」よりやや少ない。草型は中間型であ

る。止葉は直立し，草姿・熟色は良好である。耐倒

伏性は“強”で，倒伏は「日本晴」より明らかに少

ない。「ふくいずみ」の出穂期および成熟期は「日

本晴」よりも３～４日程度遅く，暖地では“早生の

晩”に属する。

　潤土直播栽培の生育調査成績を第４表に示した。

第３表に示した移植栽培と比較すると，普通期の稈
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第１図　「ふくいずみ」の系譜図

第１表　「ふくいずみ」の育成経過
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第２表　「ふくいずみ」の特性観察調査成績

第３表　移植栽培における「ふくいずみ」の生育調査成績

第４表　潤土直播栽培における「ふくいずみ」の生育調査成績



長は同程度，穂長は１～２ cm短く，穂数は多い。

晩期では，普通期よりも稈長は６ cm程度短く穂長

はやや短く，穂数は多い。潤土直播栽培においても

耐倒伏性は強く，倒伏は「日本晴」「ヒノヒカリ」

よりも明らかに少ない。

　九州沖縄農業研究センター水田作研究部水田作総

合研究チームにおける打込み式土中点播直播栽培の

生育調査成績を第５表に示した。第３表に示した移

植栽培と比較すると，普通期では稈長は３ cm程度

短く，穂数は多い。晩期では，普通期よりも稈長は

やや短く，一穂籾数はやや少なく，穂数はやや多い。

２．収量性

　「ふくいずみ」の移植栽培，潤土直播栽培および

打込み式土中点播直播栽培における収量調査成績を

第６表，第７表および第８表に示した。移植栽培で

の収量は「日本晴」および中生品種の「ヒノヒカ

リ」と同程度である。潤土直播栽培における収量は，

普通期，晩期のいずれにおいても，「日本晴」「ヒノ

ヒカリ」に比べて１１０％程度で明らかに多収である。

打込み式土中点播直播栽培における収量は，普通期，

晩期のいずれにおいても，「日本晴」と比較して明

らかに多収で，「ヒノヒカリ」と比較してもやや多

収である。普通期潤土直播栽培の収穫指数は移植栽

培よりもやや低く，「日本晴」「ヒノヒカリ」と同程

度である。また，普通期潤土直播栽培における全重

は，「ふくいずみ」では移植栽培より大きいのに対

して，「日本晴」は同程度，「ヒノヒカリ」は小さい。

このことから，「ふくいずみ」は「日本晴」「ヒノヒ

カリ」よりも直播栽培において生育量を確保しやす

く，その結果，安定した収量性を示すと推察される。

３．品質および食味特性

　玄米の粒形調査成績を第９表に示した。「ふくい

ずみ」の粒形は“中”，粒大は“中”である。玄米

の粒厚調査成績を第１０表に示した。「ふくいずみ」

の粒厚は「日本晴」よりやや薄く，「ヒノヒカリ」

よりやや厚い。移植栽培，潤土直播栽培における

「ふくいずみ」の玄米の外観品質調査成績を第１１表

に示した。玄米千粒重は「日本晴」よりやや小さい

“やや小”である。移植栽培，潤土直播栽培のいず

れにおいても腹白の発生が「日本晴」より少なく，

光沢は同程度であり，総合的な玄米の外観品質は，

移植栽培では「日本晴」並で，潤土直播栽培では

「日本晴」よりやや良好である。

　「ふくいずみ」の搗精試験成績を第１２表に示した。
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第５表　打込み式土中点直播栽培における「ふくいずみ」の生育調査成績
（九州沖縄農研・水田作総合研究チーム）
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第７表　潤土直播栽培における「ふくいずみ」の収量調査成績

第６表　移植栽培における「ふくいずみ」の収量調査成績
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第８表　打込み式土中点直播栽培における「ふくいずみ」の収量調査成績
（九州沖縄農研・水田作総合研究チーム）

第９表　「ふくいずみ」の粒形調査成績

第１０表　「ふくいずみ」の玄米粒厚調査成績
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第１１表　「ふくいずみ」の外観品質調査成績

第１２表　「ふくいずみ」の搗精試験成績
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第１３表　移植栽培における「ふくいずみ」の比較品種に対する食味試験値

第１４表　打込み式土中点直播栽培における「ふくいずみ」の食味試験成績

第１５表　「ふくいずみ」の白米成分



搗精に要する時間は「日本晴」よりやや長く，「ヒ

ノヒカリ」よりやや短い。搗精歩合は「日本晴」

「ヒノヒカリ」並である。適搗精時の白度は「日本

晴」「ヒノヒカリ」より高く，胚芽残存率は「ヒノ

ヒカリ」並である。育成地での移植栽培での食味試

験成績を第１３表に，打込み式土中点播直播での食味

試験成績を第１４表にまとめた。移植栽培での食味総

合値は，「ヒノヒカリ」「コシヒカリ」に近い良食味

である。打込み式土中点播直播での食味は，普通期

では「コシヒカリ」に近い良食味である。晩期での

食味総合値は普通期に比較して下がるが，低下の程

度は「ヒノヒカリ」と同等である。「ふくいずみ」

の白米成分を第１５表に示した。タンパク質含有率は

「日本晴」より低く，「ヒノヒカリ」並である。アミ

ロース含有率は「日本晴」より低く，「コシヒカリ」

よりやや低い。

４．病害抵抗性および障害抵抗性

　「ふくいずみ」のいもち病真性抵抗性遺伝子型の

検定結果を第１６表に示した。接種菌種に対する反応

から，いもち病真性抵抗性遺伝子型は“Pii”と推

定される。「ふくいずみ」の育成地および特性検定
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第１６表　「ふくいずみ」のいもち病真性抵抗性遺伝子型検査結果
（九州農業試験場病害生態制御研究室・１９９９年）

第１７表　「ふくいずみ」の葉いもち圃場抵抗性検定試験成績



試験地における葉いもち圃場抵抗性検定試験成績を

第１７表に，穂いもち圃場抵抗性検定試験成績を第１８

表に示した。葉いもちの発生は「日本晴」並かやや

少なく，葉いもち圃場抵抗性は“中”である。穂い

もちの発生は「日本晴」より少なく，穂いもち圃場

抵抗性は“やや強”である。「ふくいずみ」の白葉

枯病抵抗性は宮崎県総合農業試験場における検定試

験の結果から「日本晴」並の“中”である（第１９

表）。縞葉枯病抵抗性は，系譜および熊本県農業研

究センター矢部試験地の検定結果から“罹病性”で

ある（データ略）。紋枯病抵抗性は鹿児島県農業試

験場の検定結果から「日本晴」並である（第２０表）。

　「ふくいずみ」の育成地における穂発芽性の検定

結果を第２１表に示した。「ふくいずみ」の穂発芽程

度は穂発芽性が難の「ヒノヒカリ」より易で，「日

本晴」並の“やや易”である。

５．直播関連形質

　「ふくいずみ」の宮崎県総合農業試験場における

転び型倒伏抵抗性を第２２表に示した。倒伏程度は

「日本晴」「ヒノヒカリ」より明らかに少なく“やや

強”である。「ふくいずみ」の茨城県農業総合セン

ター生物工学研究所における低温出芽性，低温発芽

性の検定結果を第２３表，第２４表に示した。出芽率，

発芽率には年次間差が見られるが，総合的に判断し

て「日本晴」「ヒノヒカリ」より低温出芽性，低温

発芽性は優れている。「ふくいずみ」の苗立ち性は，

育成地の検定結果からは「日本晴」並であるが（第

２５表），水田作総合研究チームの行った酸素発生剤

被覆籾を使用した出芽試験では，最終的な苗立ち率

は「ヒノヒカリ」と同程度であるが，初期の出芽率

が高く出芽速度は「ヒノヒカリ」よりも早いと考え

られる（第２６表）。

６．配布先における試験成績

　「ふくいずみ」は，東海，近畿，中国，四国，九

州の２４県３０場所で１９９８～２００３年にかけて奨励品種決

定基本調査に供試された。「ふくいずみ」の配布先
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第１８表　「ふくいずみ」の穂いもち圃場抵抗性検定試験成績

第１９表　「ふくいずみ」の白葉枯病抵抗性検定試験成績（宮崎県総合農業試験場）
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第２０表　「ふくいずみ」の紋枯病抵抗性検定試験成績（鹿児島県農業試験場）

第２１表　「ふくいずみ」の穂発芽検定試験成績（鹿児島県農業試験場）
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第２２表　「ふくいずみ」の転び型倒伏抵抗性検定試験成績（宮崎県総合農業試験場）

第２３表　「ふくいずみ」の低温出芽性検定試験成績（茨城県農業総合センター生物工学研究所）

第２４表　「ふくいずみ」の低温発芽性検定試験成績（茨城県農業総合センター生物工学研究所）
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第２６表　「ふくいずみ」の出芽試験成績（九州沖縄農研・水田作総合研究チーム）

第２５表　「ふくいずみ」の苗立ち特性検定試験成績
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第２７表　「ふくいずみ」の奨励品種決定基本調査における概評一覧

第２図　「ふくいずみ」の配布先における有利、不利と判定された形質とその頻度（１９９８～２００３）



における概評一覧を第２７表に，配布先で有利または

不利とされた形質を第２図に示した。配布先では島

根県農業試験場で安定した収量性を示し，高い評価

を得ていた。配布先で有利と評価された形質は，草

姿，品質，倒伏，不利と評価された形質は熟期，乳

白である。収量については試験地によって評価が分

かれたが，有利とした試験地の方が多かった。

　「ふくいずみ」と対照品種との倒伏程度の比較図

を第３図に示した。「ふくいずみ」の倒伏程度はほ

とんどの試験地で比較品種より少なく，すべての試

験地で１（少）以下である。このことから，「ふく

いずみ」の耐倒伏性は配布先で安定して強かったと

言える。「ふくいずみ」と対照品種との収量の比較

図を第４図に示した。「ふくいずみ」の収量は対照

品種と同程度であり，配布先全域にわたって安定し

た収量性を示している。

７．栽培適地および栽培上の留意点

　上述したとおり，「ふくいずみ」は配布先で安定

した収量を示すことから，温暖地の平坦地および暖

地の全域に適する。耐倒伏性も安定して優れるため，

これらの地域での湛水直播栽培にも適すると考えら

れる。

　栽培上の留意点は以下のとおりである。
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第３図　配布先における「ふくいずみ」と対照品種の倒伏程度の比較（１９９８～２００３）

第４図　配布先における「ふくいずみ」と対照品種の収量の比較（１９９８～２００３）



１．縞葉枯病に罹病性であるため，常発地帯での作

付けは避ける。

２．穂発芽性はやや易であるため，刈り遅れを避け

適期刈り取りに努める。

Ⅳ．命名の由来

　「ふくいずみ」の名前は，ゆたかな実りと優れた

食味で幸福を呼ぶ品種としての期待を込めて命名さ

れた。

Ⅴ．育成従事者

　「ふくいずみ」の育成従事者は第２８表に示すとお

りである。

Ⅵ．考　　察

　本品種の育成の目的は，強稈・極良食味・安定多

収の「どんとこい」を，暖地向きの強稈・良食味系

統「西海１９９号」と組み合わせることによって，暖

地向きの強稈・極良食味・安定多収を実現すること

にあった。「ふくいずみ」は，「日本晴」「ヒノヒカ

リ」より明らかに耐倒伏性，転び型倒伏抵抗性が強

く，食味も「ヒノヒカリ」に近い良食味であり，当

初の育種目標は達成できたと言える。また，病害抵

抗性についても，いもち病，白葉枯病に中程度以上

の抵抗性を備えるため，低農薬・省資源による低コ

スト化へも対応できる。収量性については，移植条

件では多収ではないが，試験地，年次を問わず安定

した収量性を示すことから広域適応性を持つものと

考えられる。

　「ふくいずみ」は生産力検定試験に供試された段

階から，草姿良好で耐倒伏性に優れるため，湛水直

播向き品種としての適性が検討されてきた。育成の

大きな特徴として，奨励品種決定基本調査と並行し

て，打込み式土中点播直播におけるデータを積み重

ねていった点が特記される。直播向き品種を開発す

るためには，現場で普及している直播技術を用いた

直播適性の評価が望ましいが，育成地での生産力検

定は，同時に多数の系統を扱うため小規模にならざ

るを得ず，専用播種機等を用いた試験は困難である。

本品種の育成においては，プロジェクト研究「画期

的新品種の創出等による次世代稲作技術の開発」

『新鮮でおいしい「ブランドニッポン」農産物提供

のための総合研究』の中で，育成地と水田作総合研

究チームが密に連携を取ることにより，打込み式土

中点播直播という現場技術を用いた試験の中で「ふ

くいずみ」の優秀性を明らかにすることができた。

今後，直播向き品種のさらなる改良を目指す上でも，

栽培分野との連携は重要なポイントになるであろう。

今後の「ふくいずみ」の改良方向としては，食味・

品質を維持したまま多収化を目指す方向が考えられ

る。さらなる安定多収を実現することによって，外

食・中食産業や加工米飯業者に，低価格で安定した
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第２８表　「ふくいずみ」の育成従事者氏名

現　九州沖縄農研

現在員

現在員

現　農業生物資源研究所

現　作物研究所

現　熊本県農研センター

現　国際協力機構

現　農業生物資源研究所

現　九州沖縄農研



原料米を供給することが可能になる。また，九州地

域における稲麦二毛作体系に直播栽培を取り入れる

ためには，６月下旬に播種を行う晩期直播栽培にお

いても，食味，収量の安定する品種が求められる。

　２００５年現在，福岡県，佐賀県の生産者団体が自治

体と連携して，打込み式土中点播直播による「ふく

いずみ」の栽培に取り組んでいる。これらの取り組

みが，九州地域での直播栽培の拡大への端緒となる

ことを期待したい。

Ⅶ．摘　　要

　「ふくいずみ」は１９９２年に九州農業試験場におい

て，極良食味，強稈，安定多収品種の育成を目標に

強稈，良食味の「西海１９９号」を母とし，強稈，極

良食味，多収の「北陸１４８号」（後の「どんとこい」）

を父として人工交配を行った組合せから育成された。

１９９３年２月にF１を温室内で養成し，同年F２～F３の

世代促進を行った。１９９４年（F４）で個体選抜を行

い，以後系統育種法により固定を図ってきた。１９９６

年（F６）より「は系７５２」の名で生産力検定試験，

特性検定試験，１９９７年 F７より，直播生産力検定試

験に供試し，成績優秀だったので１９９８年 F８より

「西海２３８号」の地方名を付し，関係県に配付して地

方適応性を検討してきた。また，１９９９年より九州農

業試験場総合研究部総合研究第１チームにおいて打

込み式土中点播直播による直播適性の評価を行って

きた。その結果，食味，品質などの特性が優れる上

に耐倒伏性が強いため，湛水直播向きの良食味品種

として有望と認められ，２００４年に「水稲農林４００号」

として登録され，「ふくいずみ」と命名された。

　「ふくいずみ」の主要な特性は以下のとおりであ

る。

１．「日本晴」に比べ，出穂期，成熟期ともに２～４

日程度遅く，育成地では“早生の晩”の熟期である。

２．稈長は「日本晴」よりやや短く，穂長もやや短

く，穂数はやや少ない。草型は“中間型”である。

３．移植での収量は「日本晴」並である。湛水なら

びに潤土直播での収量は普通期栽培では「日本晴」

「ヒノヒカリ」を上回る。晩期栽培においても「ヒ

ノヒカリ」よりも多収である。

４．耐倒伏性は“強”で，直播，移植いずれにおい

ても「日本晴」「ヒノヒカリ」より明らかに強く，

直播栽培に適する。

５．湛水ならびに潤土直播における苗立ち率は「日

本晴」と同程度である。酸素発生剤被覆籾を用いた

苗立ち試験では，最終的な苗立ち率は「ヒノヒカ

リ」と同程度であるが，出芽速度は「ヒノヒカリ」

よりも早い。

６．外観品質は直播，移植いずれにおいても「日本

晴」「ヒノヒカリ」並かやや優れ良質である。

７．食味は直播，移植いずれにおいても「ヒノヒカ

リ」並に良い。晩播では食味が低下するが，低下の

程度は「ヒノヒカリ」並である。

８．いもち病真性抵抗性遺伝子“Pii”を持つと推定

される。葉いもち圃場抵抗性は“中”，穂いもち圃

場抵抗性は“やや強”である。白葉枯病抵抗性は

“中”である。縞葉枯病には罹病性である。

９．穂発芽性は，「日本晴」並のやや易である。

　「ふくいずみ」は以上の特性から，温暖地の平坦

地および暖地の全域に適する。湛水直播における耐

倒伏性と収量性も安定して優れるため，これらの地

域での直播栽培用にも適すると考えられる。
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Fukuizumi, A New Rice Variety for Direct Seeding

Ryota KAJI, Masahiro OKAMOTO, Tadayuki YAGI １）, Hideyuki HIRABAYASHI ２）,
Ritsuko MIZOBUCHI ３）, Souichi FUKAURA４）, Katsunori TAMURA,

Minoru NISHIMURA３）, Hiroshi YAMASHITA and Takaharu TOMIMATSU ５）

Summary

　Fukuizumi, a new paddy rice variety, which is adaptable to direct seeding, was developed at the 
Agricultural Research Center for Kyushu Okinawa Region in 2004. This variety was selected from 
a cross between Saikai199 and Hokuriku148(Dontokoi). Both of the parents are characterized by 
good eating quality and straw stiffness. A promising line was named "Saikai 238" at the F8 
generation in 1998. Saikai 238 had been subjected to local adaptability tests in several prefectures 
since 1998 and has been tested for "Shot Gun" Hill-seeded Direct Seeding Rice Cultivation 
adaptability by a research team for lowland farming since 1999. Saikai 238 was registered as Norin 
400 by the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries and named "Fukuizumi" in 2003.
　Fukuizumi is a medium-type non-glutinous variety and belongs to the early maturing group in 
Kyushu. The culm is slightly shorter and obviously stiffer compared to Nipponbare, a standard 
early variety in the western part of Japan, therefore, the lodging resistance is clearly more 
superior to that of Nipponbare. Fukuizumi has a true resistance gene to blast, Pii. The field 
resistances to leaf and panicle blast are classified as moderate and moderately resistant and the 
field resistance to bacterial blight is classified as moderate. 
　The yielding ability of Fukuizumi is similar to Nipponbare under transplanting, but higher 
under shot gun hill-seeded direct seeding cultivation. The 1000-grain weight is slightly less than 
that of Nipponbare and the grain appearance is equal to Nipponbare. The eating quality is 
equivalent to that of  Hinohikari, a standard variety with fine eating quality in the western part of 
Japan. 
　Fukuizumi is considered to be adaptable in the plains of the western part of Japan. From its 
excellent lodging resistance and the stable yield ability, Fukuizumi is especially suitable for direct 
seeding conditions like a shot gun hill-seeded direct seeding rice cultivation.
　Key words: Rice, Direct seeding, Lodging resistance, Eating quality.
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